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第２章 中間評価の目的と検討経緯 

 

I 中間評価の目的 

 健康日本２１は、平成 17 年度を目途に中間評価、平成 22 年度に最終評価を行

い、目標の設定と目標を達成するための具体的な諸活動の成果を適切に評価して、

その後の健康づくり運動に反映することとしている。 

健康日本２１の評価の目的は、これまで何をしてきたか、その結果はどうであ

ったかを振り返ることによって、健康づくり対策の推進に資する情報を得て、今

後の対策に反映させることである。 

特に、目標の達成状況や達成状況と関連する促進・阻害要因等を探ることによ

り、健康日本２１の改善にあたっての課題を明らかにし、その解決に資する多様

な情報を得る必要があると考えられる。 

 

 

II 中間評価の検討経緯 

中間評価を行うにあたって、平成 14 年７月から「健康日本２１評価手法検討会」

を開催し、その評価の手法について専門家及び関係者からの意見を聴取し検討を

行い、平成 16 年３月に「健康日本２１評価手法検討会報告」を取りまとめた。 

これを踏まえて、平成 16 年 12 月に設置された「健康日本２１中間評価作業チ

ーム」を合計７回開催し、中間実績値の分析・評価等を行うとともに、その作業

状況を厚生科学審議会地域保健健康増進栄養部会に逐次報告し、部会においても

議論を行った（参考資料７）。 

健康日本２１中間評価作業チームにおいては、健康日本２１に定められている

９分野 70 項目の指標の中間実績値の分析、各分野の評価、未設定数値目標の設

定、代表目標項目の選定、新規目標項目の設定等について検討を行った。 

   また、各分野の施策の評価については、各分野における指標の動向のまとめ、

各分野で行われている現在の取組、その取組の問題点と今後の施策の在り方等に

ついて検討を行った。 

    

    

 


